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研究成果の概要（和文）：本研究では、医学英語語彙学習用モバイルラーニング教材の開発を行った。語彙とレベルは
学習者のニーズ調査とともにジャンル分析と呼ばれる手法を用いて選定し、自律学習の促進を目指したデザインを行っ
た、平成25年度には、242名に週2回の割合で計54回配信した。事後アンケート調査では、回答者の約半数が教材の難易
度は適切であり，英語学習に役立ったと評価したが、医療語彙クイズに取り組んだ受信者の割合は平均で9.5%であり，
解決すべき課題が多く残った。平成26年度には改善した教材を209名に配信したところ、割合が平均24.3%に向上した。
改善内容、学習者レディネスと動機づけの向上が起因していると考察される。

研究成果の概要（英文）：We developed self-study vocabulary quizzes to be delivered to medical 
students’mobile devices. Two hundred forty-two students signed up for a subscription to this content and 
each content consisting of 5 medical vocabulary quizzes, was delivered to them twice a week. A survey 
conducted on the students’ perceptions of the content showed that half of them found the content useful 
for their medical English study and about two-thirds of them found the content level appropriate. 
However, data analysis revealed that the students’actual use of the content averaged a mere 9.5%, which 
illustrated that the students’ readiness for mobile learning was low while their mobile learning 
expectations were high. We started our second trial with 209 students in 2014 with modified content. The 
data analysis showed the average rate went up to 24.3%. This seems to be due to participants’higher 
readiness and motivation towards mobile learning in the second trial as well as modification of the 
content.
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１．研究開始当初の背景 
医療分野の人材にとって，英語は仕事上不

可欠なツールである。医療系教育機関では，
医療人に必要な英語力育成を目指し，「専門
分野での英語（以下「ESP」）」教育カリキュ
ラムを積極的に導入する傾向が高まってい
る。また、ESP の教授法や教材開発研究にお
いては，専門分野で求められる言語的なニー
ズを調査・分析する「ニーズ分析」や，専門
分野に特化した言語的特徴を精査する「ジャ
ンル分析」が重要視されると同時に，授業改
善や自律学習支援を目的とする ICT ツール
の有効活用が重要な課題であると指摘され
ている（寺内他，2010）。 
医学英語教育における ICT 活用に関して

は，ブレンディッドラーニングの導入による
教育実践研究（Iwata, et al, 2011）があるも
のの，利用者が急速に広がり，教育利用での
期待の高まるモバイル端末を活用した教材
開発例は少ない。これまでの医療分野の ESP
教育における e ラーニングの活用研究、オー
プンソースの ICTツールを活用した eラーニ
ング教材開発研究、ブレンド型授業における
教材の活用とその評価法に関する研究成果
をもとに、「ジャンル分析」を導入して精選
した教材を用い、学習ツールとして利用が拡
がりつつあるスマートフォンや携帯電話を
活用した医療英語学習支援用モバイルラー
ニング教材を開発し、その教材と運用に関す
る評価について研究を実施することは、医療
分野の英語教育だけでなく、ひいては ESP
教育全体の進展において大変有意義である
と考れられた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、１．の背景を踏まえ、本研究

では次の 3 点を研究の目的とした。 
(1)「医療分野の英語」を対象にした英語学習
支援用の教材開発に向け、「ジャンル分析」
を導入した教材選定を行い、モバイル端末を
活用した自律学習支援型教材開発に必要な
インストラクショナルデザインを設定する
とともに、効果的な配信方法を検討する。 
(2)受信希望者を募り、ニーズ調査により配信
教材の内容、レベル、頻度を決定し、運用評
価を行う。 
(3)学習履歴の分析、アンケート調査によって
教材の評価を行い、今後の効果的活用に向け
た課題を抽出する。 
 
３．研究の方法 
 ２．の研究の目的を達成するために、次の
ような年度毎の研究計画と研究方法を策定
した。 
 
３．１ 24 年度 
(1)インストラクショナルデザインの策定 

教材開発の基盤となるインストラクショ
ナルデザインにおいては、ニーズ分析を行い、
設定する学習目標に基づいた教材テーマ、学
習タスク、構造、評価方法を詳細に設定する。
学習タスク設定においては自律学習理論に
関する研究用書籍を参考にする。 
(2) 教材選定と作成  
教材選定においては、医療分野の雑誌、論

文集、ウェブサイトをもとに「ジャンル分析」
によって教材を精選し、(1)で設定するインス
トラクショナルデザインによる語彙学習を
中心した「医学英語」と「看護英語」学習コ
ンテンツ作成を行う。 
(3) 調査研究 
医療分野の英語教育に関する国内の学会

等に参加し、最新の研究成果にもとづいた医
療英語の教授法について調査と資料収集を
行い、本研究における「ジャンル分析」によ
る教材選定やインストラクショナルデザイ
ンの設定に応用する。その他、研究用書籍を
購入し、研究遂行に必要な資料収集を行なう。 
 
３．２ 25 年度 
(1) 教材開発と運用 
 24 年度に開発した教材を、島根医学部の医
学科、看護科生の希望者に配信し、学習状況
の分析とフィードバックをもとにインスト
ラクショナルデザイン、インターフェイスを
改善し、教材制作協力を得ながら教材の修正
と追加を行う。 
(2) 評価指標の設定 
 開発する医療英語学習用モバイルラーニ
ング教材の学習効果を測る指標として、研究
代表者らが提案した 4 項目 24 問で構成され
る学習者の知覚的評価法（ Perceptual 
Measure）をもとに、評価に必要な項目を洗
い出し、新規に評価指標を設定する。 
(4) 調査研究、中間成果発表 
 医療分野の英語教育に関する国内学会、英
語教育における ICT の活用に関する国際学
会に参加し、研究遂行に必要な研究調査を実
施するとともに、研究開始以降の中間研究成
果を発表し、専門分野の研究者から得たフィ
ードバックを参考に、目標達成に向けた研究
体制の中間的な評価を行う。また、研究用書
籍を購入し、研究遂行に必要な資料収集を行
なう。 
 
３．３ 26 年度 
(1) 教材の評価 
学習評価に関して量的リサーチと質的リ

サーチを実施し、開発した教材の効果につい
て検討し、改善項目の洗い出しと修正を行う。 
(2) 成果発表   
本研究実施によって得た知見、成果を研究

内容に関連する国内外の学会で成果発表す
る。 



図 1．日常会話フレーズ  

図 2．医療英語クイズ  

図 3．フィードバック画面 

４．研究成果 
３．の研究をふまえ、各年度で次のような

成果を達成した。 
 
４．１．平成 24 年度 
(1)インストラクショナルデザインの策定 
教材開発の基盤となるインストラクショ

ナルデザインにおいては、医学科 1 年生を対
象に学習ニーズ分析を行い、教材トピック、
学習タスク、評価方法の設定において参考と
した。また、学習タスク設定においては自律
学習理論に関する研究用書籍を参考としな
がら策定した。 
(2)教材選定と作成 
教材選定においては、医療分野の雑誌、論

文集、ウェブサイト、また医学英語の授業で
利用している教材をもとに「ジャンル分析」
によって医療語彙を中心とする教材を精選
した。また、(1)で設定するインストラクショ
ナルデザインによる語彙学習を中心した「医
学英語」と日常会話学習コンテンツ作成に向
けた教材作成の準備を行い、教材作成と配信
システム（Intercussion）利用に必要な設定
を行った。 
(3)調査研究 
医療分野の英語教育に関する国内の学会

（医学英語教育学会）、英語教育における ICT
の活用に関する国際学会（EuroCALL）に参
加し、医療英語に関する教授法や ICT を活用
した英語教育法について調査と資料収集を
行い、研究遂行に有益な情報を収集するとと
もに、本研究分野における研究の動向を速く
することが来た。特に、モバイルラーニング
の教材作成、配信、評価方法については、研
究調査により多くの知見を得ることができ
た。 
 
４．２．平成 25 年度 
(1)教材配信 

24 年度に試験的に開発した教材をもとに、
内容のチェックと改善を行い、教材配信希望
者を募った。結果、島根大学医学部の医学科、
看護学科の受信希望者（234 名）がユーザ登
録し、登録したユーザに週 2 回ペースで計 54
回配信（図１、２、３）し、学習状況の分析
を行った。また、配信終了後実施したアンケ
ートによるフィードバックをもとにインス
トラクショナルデザイン、インターフェイス
を改善項日を洗い出した。 
(2)評価指標の検討 
医療英語学習用モバイルラーニング教材

の評価指標として、研究代表者らがこれまで
の研究で開発した学習者の知覚的評価法を
もとに、評価に必要な質問項目について検討
を行った。結果、回答の利便性を考え、教材
配信システム（Intercussion）を利用したア
ンケートとし、質問内容を検討した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図 4．クイズの回答率 

 (3)調査研究と中間成果発表 
医療分野の英語教育に関する国内学会(医

学英語教育学会等)、英語教育における ICT
の活用に関する国際学会(EuroCALL)に参加
し、研究遂行に必要な研究調査を実施すると
ともに、研究の開始以降の中間研究成果を発
表し、専門分野の研究者から得たフィード 
バックを参考に、目標達成に向けた研究体制
のチェックを行った。 
 
４．３．平成 26 年度 
(1)教材の改善と運用 

25 年度に開発し、配信によって運用した教
材を、学習履歴の量的分析とアンケートによ
る質的分析による評価をもとに、教材の読 
みやすさ向上とクイズへ効果的にガイドが
できるよう配信するメッセージの分量を短
くするとともに、内容を見直し、学習動機の
向上と持続に役立てる目的で受信者募集に
際し、利用者の声を紹介し、また期待される
ラーニングアウトカムを明示するといった
改善を行った。改善した教材は平成 26 年度
6.月から 2 月にかけて計 209 名の受信希望者
に週 2 回のペースで計 54 回、医療英語学習
教材を配信した。 
(2)教材評価 

25 年度、26 年度に配信した教材に対する
学習状況を比較し、量的リサーチと質的リサ
ーチによって教材の評価を行った。その結果 
、改善した教材のクイズに対する回答率が前
年度の 9.5%から 24.3%（図４）へ有意に向
上し、教材への満足度の割合が向上するなど
改善が見られた。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
４．４．考察とまとめ 
学習者ニーズの分析や，事前アンケート調

査では，配信するトピックに対する関心度，
モバイルラーニングへの期待はともに高く，
配信したコンテンツの内容，難易度に対して
は肯定的な意見が多かった一方で，実際に医
療クイズ取り組む学生は 25 年度は平均で 1
割程度であり、事後アンケート（回答者 120
名，回答率 49.6%）では、学習に役立つこと
は理解しつつも約 6 割が「忙しい」との理由

で取り組まなかったことが判明した。モバイ
ル学習に対する関心度は高いものの、継続的
な学習への動機が十分でなかったことが示
唆された。コンテンツの改良とともに，利用
者の感想や学習によって期待されるアウト
カム等を紹介するなど学習動機を高める工
夫をして実施した 26 年度の配信では、クイ
ズの回答率が 24.3％に向上し、事後アンケー
ト（回答者 64 名，回答率 30.6%）では、「医
療英語クイズ」が学習に役立ったとする回答
が 91.2％と前年度（45.0％）と比較して大幅
に向上した。 
医療英語教育におけるモバイルラーニン

グの活用に向け、学習者のニーズに適合した
教材やツールを用いるだけでは自律的学習
を期待することはできない。医療英語学習を
より効果的に支援するモバイルラーニング
教材としてさらに活用を目指すためにはニ
ーズやレベルに合ったコンテンツの開発、改
良と同時に，学習動機を高める工夫を考えて
いく必要があろう。 
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